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九州新幹線全線開業へカウントダウンレポート

２
０
０
キ
ロ
超
の
ス
ピ
ー
ド
体
感

２
月
13
日
午
後
２
時
50
分
。
熊
本
駅
の
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
待
つ
試
乗
者
の
前
に
入
っ

て
き
た
の
は
新
大
阪
直
通
新
幹
線
の
最
速

「
み
ず
ほ
」
と
準
最
速
「
さ
く
ら
」
に
使
わ

れ
る
新
型
車
両
Ｎ
７
０
０
系
。
今
回
の
試
乗

は
「
さ
く
ら
」
を
想
定
し
た
運
行
と
い
う
。

定
刻
の
２
時
59
分
に
出
発
。
揺
れ
も
な
く
、

静
か
に
走
り
始
め
た
「
さ
く
ら
」
は
す
ぐ
に

加
速
し
、
熊
本
市
池
田
４
丁
目
の
崇
城
大
前
を

通
過
す
る
と
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
。
約
10

分
後
に
は
新
玉
名
駅
を
通
過
し
、
次
の
新
大
牟

田
駅
ま
で
に
最
高
時
速
が
２
０
０
キ
ロ
を
超
え

た
。
筑
後
船
小
屋
、
久
留
米
駅
を
過
ぎ
、
新
鳥

栖
駅
で
停
車
。
そ
の
後
、
鹿
児
島
ル
ー
ト
最
長

の
筑
紫
ト
ン
ネ
ル
（
約
12
キ
ロ
）
を
抜
け
る
と

「
ま
も
な
く
博
多
で
す
」
と
車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
。

３
時
50
分
に
は
博
多
駅
に
到
着
し
た
。

試
乗
で
の
所
要
時
間
は
49
分
。
こ
れ
ま
で

の
特
急
「
リ
レ
ー
つ
ば
め
」
の
約
１
時
間
20

分
に
比
べ
る
と
30
分
程
早
い
。
し
か
し
、
体

感
時
間
は
も
っ
と
短
く
、
ま
さ
に
「
あ
っ
と

い
う
間
」
の
試
乗
だ
っ
た
。
搭
乗
し
た
人
は

「
速
い
、
速
い
。
街
や
山
が
飛
ん
で
い
く
よ

う
だ
」「
車
内
は
広
い
し
、
イ
ン
テ
リ
ア
も

良
い
」、「
意
外
に
ト
ン
ネ
ル
が
少
な
い
。
景

色
も
良
い
」、「
車
体
が
ほ
と
ん
ど
揺
れ
な
い
」

と
好
評
。

座
席
ゆ
っ
た
り 

和
の
イ
ン
テ
リ
ア

車
内
は
木
を
多
用
し
、
和
の
も
て
な
し
を

意
識
し
た
デ
ザ
イ
ン
。座
席
は
ゆ
っ
た
り
で
、

グ
リ
ー
ン
席
に
は
電
動
で
足
を
持
ち
上
げ
、

長
く
伸
ば
し
て
休
め
る
フ
ッ
ト
レ
ス
ト
も
付

い
て
い
る
。

帰
り
は
久
留
米
駅
だ
け
の
停
車
で
、
熊
本

駅
に
は
38
分
間
で
到
着
し
た
。同
乗
者
は「
新

幹
線
は
予
想
以
上
に
速
い
。
こ
れ
じ
ゃ
ー
、

ゆ
っ
く
り
コ
ー
ヒ
ー
も
飲
め
な
い
よ
」
な
ど

と
語
り
、
試
乗
の
余
韻
に
浸
っ
て
い
た
。

「あっという間」「あっという間」
熊本～博多間

　3月12日に全線開業する九州新幹線鹿児島ルー
トの試乗会に参加し、ひと足先に熊本～博多間 (98
キロ ) を試乗。様々な機能を備えた車内設備をレ
ポートすると共に、200キロを超えるスピード感
と乗り心地を体感した。

▲グリーン席のシートはゆったりとした座り心地で、足を伸ばせ
る電動フットレストが付いている。手すり・テーブル・デッキ部
には古代桜調の木材を採用、プレミアム感と重厚感を演出

▲

グリーン車の通路には金色の花唐草模様のじゅうたんが敷かれ、コンセプト
である「凛」とした品格のあるインテリアを具現化

▲熊本駅のプラットホームに入ってくる九州新幹線「N700系」。流線型ののびやかな形状がスタイリッシュ

▲指定席の手すりやテーブルにも木を取り入れ優しい雰囲気に

▲7号車両の多目的室近くに
ある多機能トイレ。車椅子用の
手すりや乳幼児用のおむつ交換
台など、広いスペースに多機能
な設備が備えられている

▲

7号車両にある多目的室は
通常は授乳や休憩に利用する
が、医療搬送に使う「ドクター
トレイン」としても活用。医師
や看護師の同行を条件に患者搬
送に応じる

▲ 5号車両にあるパウ
ダールーム

九州新幹線「N700系」に試乗


